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前回タスクフォースにおける選択肢に関する主な意見 

 

○３０～４０年の廃炉作業を考慮して４０年程度までに最終形に達するものと
すべき、との説明があったが、現場では、タンクから漏えいするトラブルも発
生しているので、長時間かけるのではなく、迅速に処分を進めるべきではな
いか。 ⇒評価項目に反映。 

○固化／ゲル化して地下埋設する方法は、管理が必要となる手法であり、地
中注入や蒸発等、他の選択肢とは異なる扱いにすべきではないか。 

○分離後の高濃度トリチウム水について、固化して埋設廃棄する方法が抜け
ているのではないか。 

○「貯蔵」と「廃棄」の違いを明確化すべき。また、「水」の形で残すことのリス
クについても検討する必要がある。 

○トリチウムだけが残るという前提で議論してきたので、他の核種の取扱いに
ついて整理して欲しい。 
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最終形を考慮した選択肢と主な課題等（案） 
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処分方法 主な課題等 処分先

大量の
トリチウム水を

貯蔵

○貯蔵することのリスク
○安全に長期保管する手法の確立
○恒久的な管理手法の確立
○保管場所及び貯槽の確保

高濃度・小量の
トリチウム水を

貯蔵

○貯蔵することのリスク
○貯蔵方式の選定
○恒久的な管理手法の確立
○保管場所及び貯槽の確保

トリチウム
以外の
核種の
除去

地下

海洋

水素に還元し、
水素ガスとして

大気放出

○大気放出方法（放出速度、濃度等）の設定
○大気放出後の拡散挙動の評価
○拡散後の人体等への影響評価
○大気放出後の挙動のフォロー体制整備

大気

地層中に
注入廃棄

○地下注入方法（地層、注入速度、濃度等）の設定
○地下注入後の拡散挙動の評価
○拡散後の人体等への影響評価
○注入後の挙動のフォロー体制整備

海洋放出

○海洋放出方法（放出先、放出量、濃度等）の設定
○海洋放出後の拡散挙動の評価
○拡散後の人体等への影響評価
○海洋放出後の挙動のフォロー体制整備

水蒸気として
大気放出

○蒸発放出方法（放出速度、濃度等）の設定
○蒸発放出後の拡散挙動の評価
○拡散後の人体等への影響評価
○蒸発放出後の挙動のフォロー体制整備

トリチウム水

濃縮側
トリチウム水

・体積減少
・高濃度化

＜前処理＞ ＜選択肢＞

高濃度・小量の
トリチウム水を

廃棄

○廃棄方式の選定
○廃棄場所の確保

地下

固化orゲル化
し、地下に
埋設廃棄

○埋設場所・埋設方法の設定
○コンクリート等からの溶出挙動の評価
○溶出後の人体等への影響評価
○溶出後の挙動のフォロー体制整備

同位体分離を
繰り返すこと
により、更なる
減量化が可能

希釈

希釈後の
トリチウム水

・体積増大
・低濃度化

同位体分離

減損側
トリチウム水

・体積減少
・低濃度化

設備
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